
記載例（他薦・個人） 

様式１ 

農地利用最適化推進委員 推薦申込書（個人用） 

 

被推薦者（推薦を受ける者） 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ ﾘ ｭ ｳ ｵ ｳ  ｹ ﾝ 

氏  名 竜 王  健 

性  別 男 ・ 女 生年月日 昭和２３年８月９日生（満７６歳） 

住  所 

〒７５６－０８４１ 

山陽小野田市赤崎○－○－○ 

連 絡 先 
電 話 番 号 ０８３６（８８）○○○○ 

F A X 番 号  

※昼間に連絡がとれる番号を記

入してください。 

職  業 農業 

経  歴 

年月日 職名、役職名等 

平成○○年○月○日 

平成○○年○月○日 

平成○○年○月○日 

平成○○年○月○日 

㈱○○○○退職後、帰郷。 

○○自治会長に就任。 

営農組合□□□□に加入。 

山陽小野田市農業委員会委員就任、現在に至る。 

農業経営の状況 

営農類型 水稲、麦作、露地野菜 
主要な作物 

（なす、きゅうり、トマト） 

経営規模 

（耕作面積など） 
６反３畝 

形態 専業  ・  兼業  ・  自家消費 

推薦をする区域 第４地区 
農業委員会委員 

への推薦 
推薦している・推薦していない 

上記の者を農地利用最適化推進委員に推薦します。 

 

令和７年４月２０日 

 

山陽小野田市農業委員会会長 あて 

 

氏 名  須 恵 五 郎  ㊞ 

 

〔裏面に続く〕 



推薦者（推薦をする者） 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ ｽ ｴ  ｺ ﾞ ﾛ ｳ 

氏  名 須 恵 五 郎 

性  別 男 ・ 女 生年月日 昭和３５年８月３１日(満６６歳) 

住  所 

〒７５６－０８１７ 

山陽小野田市大字小野田○○○○番地 

連 絡 先 
電 話 番 号 ０８３６（８８）○○○○ 

F A X 番 号     （  ） 

※昼間に連絡がとれる番号を記

入してください。 

職  業 農業 

推薦をする理由 

(２００字程度) 

※別紙２記入可 

竜王さんは帰郷後まもなく自治会長に就任し、地域の活性化に尽力された。 

近年は農業に力を入れ、周辺農家の協力を得て営農組合を立ち上げられた。 

竜王さんは、自ら所有する農地のほか、後継者のいない農地を積極的に借受け、

稲作、麦作、露地野菜栽培などを行っている。 

平成○○年からは農業委員に就任され、平成○○年には会長職務代理者となり、

研修会などでは講師を務め、人・農地プランの普及啓発に努めている。 

今後は農地利用最適化推進委員として卓越した識見を発揮し、地域農業の発展や

農地利用の最適化の推進にまい進してもらいたい。 

被推薦者（推薦を受ける者）の同意 

 私は、農地利用最適化推進委員の推薦を受けることに同意します。 

 

  令和７年４月２０日 

 

氏 名  竜 王  健     ㊞ 

 

《添付書類》被推薦者（推薦を受ける者）の住民票 ※発行後３箇月以内のもの 



記載例（他薦・法人） 

様式２ 

農地利用最適化推進委員 推薦申込書（法人又は団体用） 

 

被推薦者（推薦を受ける者） 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ ﾃ ﾞ ｱ ｲ ﾃ ﾂ ﾔ 

氏  名 出 合 哲 也 

性  別 男 ・ 女 生年月日 昭和２６年７月７日生(満７３歳） 

住  所 

〒７５７－０００６ 

山陽小野田市大字山野井○○○番地 

連 絡 先 
電 話 番 号 ０８３６（７３）○○○○     

F A X 番 号 ０８３６（７２）○○○○ 

※昼間に連絡がとれる番号を

記入してください。 

職  業 農業 

経  歴 

年月日 職名、役職名等 

平成○○年○月○日 

平成○○年○月○日 

平成○○年○月○日 

○○市立□□□中学校教頭を退職 

農地所有適格法人△△△の役員に就任 

ＪＡ○○○○の理事に就任 

農業経営の状況 

営農類型 水稲 
主要な作物 

（   水稲   ） 

経営規模 

（耕作面積など） 
３反５畝 

形態 専業  ・  兼業  ・  自家消費 

推薦をする区域 第１０区 
農業委員会委員 

への推薦 
推薦している・推薦していない 

上記の者を農地利用最適化推進委員に推薦します。 

 

令和７年４月２０日 

 

山陽小野田市農業委員会会長 あて 

 

組織名 農地所有適格法人△△△ 

代表者又は管理人の氏名 代 表  有 帆 一 郎  ㊞ 

〔裏面に続く〕 



推薦者（推薦をする者） 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ ﾉｳ ﾁ ﾘ ﾖ ｳ ﾃ ｷ ｶ ｸ ﾎ ｳ ｼ ﾞ ﾝ  △ △ △ 

名  称 農 地 所 有 適 格 法 人 △ △ △ 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ ｱ ﾘ ﾎ ｲ ﾁ ﾛ ｳ 

代 表 者 又 は 
管理人の氏名 

有 帆 一 郎 

主たる事務所 

の 所 在 地 

〒７５７－０００６ 

山陽小野田市大字山野井○○番○ 

連 絡 先 
電 話 番 号 ０８３６（７２）○○○○ 

F A X 番 号 ０８３６（７３）○○○○ 
 

職  業 農業 

活動の主たる 

目  的 

農地の集積・集約化を促進して農作業を共同で行うことで農業経営の効率化

を図る。また、地域農業の活性化に資する。 

構 成 員 

人数 構成員の資格、要件等 

３５人 
主に○○地区に在住する農業者。過半は農地提供者や常時

従事者など。 

推薦をする者の 
性格を明らかに 
する事項 

農地所有適格法人（農地法第２条第３項） 

推薦をする理由 

(２００字程度) 

※別紙２記入可 

出合氏は教員退職後、○○地域において農業生産法人の設立に関与し、そ

の構成員として農作業に従事している。 

同氏は、高齢化や後継者問題で不安を抱える農家を積極的の訪問し、法人

への農地提供を働きかけ、農地の集積率の向上に大きく貢献している。 

昨今は、農政関係機関に陳情し、法人が関与している２０ｈａの農地につ

いて圃場整備事業を実現させた。 

このように同氏は、○○地域の農地利用の最適化にとって欠くことのでき

ない存在であり、○○地域の農業の維持・発展のため、このたび同氏を農

地利用最適化推進委員に推薦するものである。 

 

被推薦者（推薦を受ける者）の同意 

 私は、農地利用最適化推進委員の推薦を受けることに同意します。  

 

  令和７年４月２０日 

 

氏 名 出 合 哲 也   ㊞ 

 

《添付書類》被推薦者（推薦を受ける者）の住民票 ※発行後３箇月以内のもの 



記載例（自薦） 

様式３ 

農地利用最適化推進委員 応募申込書 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ ｺ ｳ ﾖ ｳ ｺ ｳ ｻ ｸ 

氏  名 厚 陽 耕 作 

性  別 男 ・ 女 生年月日 昭和３９年５月３１日生(満６０歳） 

住  所 
〒７５７－０００２ 

山陽小野田市大字郡○○○○番 

連 絡 先 
電 話 番 号 ０８３６（７２）○○○○ 

F A X 番 号 ０８３６（７３）○○○○ 

※昼間に連絡がとれる番号を

記入してください。 

職  業 公務員、農業 

経  歴 

年月日 職名、役職名等 

令和 7 年○月○日 

令和 7 年 5 月 31 日 

 

○○市役所産業課長 

○○市役所退職予定 

 

農業経営の状況 

営農類型 畑作 
主要な作物 

（大根、タマネギほか）  

経営規模 

（耕作面積など） 
５畝 

形態 専業  ・  兼業  ・  自家消費 

応 募 す る 区 域 第１区 
農業委員会委員 

への応募 
応募している・応募していない 

応募する理由 
(２００字程度) 
※別紙２記入可 

本年５月に○○市役所を退職予定である。市役所では長年農政に従事し、

農業委員会の事務局長も兼務して農地利用の最適化の推進、担い手の確

保・育成、遊休農地の対策、有害鳥獣の問題、農業経営安定化などの諸問

題の解決に全力を傾注した。 

このたび退職を機に農地利用最適化推進委員に応募し、これまでの知識を

活かして地域農業の活性化に尽力したいと考えている。 

特に農地集積・集約化の推進には、農地利用最適化推進委員の現場での活

躍が重要であると考える。国の目指す集積率８割に向けて、推進委員とし

てがんばりたいと思う。 

上記のとおり農地利用最適化推進委員に応募します。 

令和７年４月２０日 

山陽小野田市長 あて 

氏 名  厚 陽 耕 作    ㊞ 

《添付書類》住民票 ※発行後３箇月以内のもの 


